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論文審査の要旨

本研究は、重症低血糖（SH ）が急性冠症侯群（ACS ）の発生率に及ぼす影響の経時的

変化を明らかにすることを目的としており、レセプト情報・特定健診等情報データベー

ス οIDB ）を用いて、 2014 年 4 月から 2016 年 3 月までのお歳以上の糖尿病患者を抽出

しACS 発生率を計算したものである。

結果は、全患者 125,779 ,6 50 人のうち対象は 7,909,626 人であり、 ACS は 37,486 人で発

生しており全体の ACS 発生率は 2.7 （以下率は 1,000 人年あたり）であった。 SH 群 48,118

人の SH 発生後 1-10 日以内、 11 日以降の ACS 発生率はそれぞれ 10.6 、2.7 であり、 SH

のなかった群の ACS 発生率は 2.7 であった。

以上より SH 後 10 日間の ACS 発生率は 11 日以降に比べて上昇することを示した。

ACS 発生率の観点からも、糖尿病治療の際には SH を避けることが重要であるとの結論

に至っている。

公聴会においては、今までデータは存在しているが分析されてこなかった理由はなぜ

か、といった質問に対し、他分野の研究者の複合チームでなければ分析できないデータ

であったとのやり取りがあった。

本研究により今までの手法では得られなかった臨床的に稀なケースに対する学術的

な見解が得られることが期待され、公衆衛生学及び糖尿病学の発展に寄与するものと考

えられる。

以上より、公聴会における質疑も適切であり学位を授与するに相応しい研究と考える。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文と ともに公衆衛生学の進歩に寄与する

ところが大きいと認める。
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